






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































by the order of the
Japanese Admiral
源
之
助
の
墓
石
の
記
載
は
、
富
蔵
や
峯
吉
の
記
載
と
違
っ
て
、
表
面
は
漢
字
、
裏
面
は
英
文
で
記
さ
れ
て
い
た
（
１４
）
。
6
な
お
上
掲
の
写
真
の
中
央
の
墓
石
は
、
咸
臨
丸
の
蒸
気
方
峯
吉
の
墓
で
あ
る
。
も
と
の
墓
石
に
は
、“T
his
m
onum
ent
is
erected
by
order
ofJapan”
と
あ
っ
た
が
、
新
し
く
作
り
な
お
し
た
墓
石
に
は
、
そ
の
箇
所
の
英
文
が
、“T
his
m
onum
ent
is
erected
by
order
of
the
E
nperor
ofJapan”
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
記
の
相
違
は
、
一
八
六
〇
年
（
安
政
七
年
）
の
立
碑
と
、
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）
の
新
規
建
立
の
時
代
相
を
端
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
て
興
味
深
い
。
さ
て
文
倉
平
次
郎
は
、
源
之
助
の
墓
地
を
発
見
す
る
に
い
た
る
ま
で
、
富
蔵
、
峯
吉
の
墓
地
の
ロ
ー
レ
ル
・
ヒ
ル
の
地
と
は
異
っ
て
、
他
の
墓
地
で
は
な
い
か
と
メ
ソ
ニ
ッ
ク
や
オ
ッ
ド
フ
ェ
ロ
ー
な
ど
の
墓
場
へ
も
出
か
け
て
、
源
之
助
の
墓
探
し
に
つ
と
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
文
倉
平
次
郎
は
、
メ
ソ
ニ
ッ
ク
墓
地
で
図
ら
ず
も
、
横
井
忠
直
と
関
係
の
深
い
人
物
の
墓
と
出
く
わ
す
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
人
物
が
横
井
忠
直
と
深
い
関
係
に
あ
る
と
は
、
知
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
、
本
論
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
貴
重
か
つ
重
要
な
発
見
で
あ
っ
た
。
墓所を移した後に、咸臨丸の水夫らの墓。いず
れも新しく墓石を作ったもの。右から富蔵、峯
吉、源之助の墓。
文倉文次郎らが堀りだしの
作業中の源之助の墓石（１５）。
7
三横
井
忠
直
執
筆
の
佐
藤
元
狩
墓
碑
文
倉
平
次
郎
は
、
メ
ソ
ニ
ッ
ク
墓
地
で
発
見
し
た
墓
碑
に
つ
い
て
、
こ
う
書
き
と
め
て
い
る
。
（一）
京
都
府
大
属
費
府
博
覧
会
審
査
官
佐
藤
元
狩
之
墓
明
治
九
年
四
月
三
十
日
博
覧
会
委
員
等
と
東
行
の
途
、
桑
港
に
て
病
死
。
（二）
軍
艦
筑
波
艦
乗
組
員
四
名
合
葬
之
墓
一
等
若
水
夫
稲
垣
釣
次
郎
明
治
八
年
十
二
月
二
十
日
死
。
一
等
歩
兵
伴
壽
三
郎
同
八
年
十
二
月
二
十
五
日
死
。
二
等
若
水
兵
松
島
文
蔵
同
九
年
一
月
六
日
死
。
木
工
次
長
鈴
木
亀
吉
同
九
年
一
月
十
八
日
死
。
（三）
軍
艦
筑
波
艦
乗
組
二
等
若
水
兵
的
場
由
松
之
墓
明
治
十
三
年
七
月
二
十
九
日
歿
。
但
筑
波
が
桑
港
へ
二
回
目
の
航
海
の
際
な
り
。
こ
れ
ら
の
墓
は
、
慈
恵
会
の
手
で
の
ち
に
サ
ン
マ
チ
オ
の
日
本
人
墓
地
に
移
し
た
と
い
う
（
１６
）
。
も
と
も
り
メ
ソ
ニ
ッ
ク
墓
地
で
文
倉
平
次
郎
が
発
見
し
た
（一）
の
佐
藤
元
狩
の
墓
に
は
「
京
都
府
大
属
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
年
代
か
ら
し
て
、
佐
藤
元
狩
と
い
う
人
物
は
、
あ
き
ら
か
に
横
井
忠
直
の
同
僚
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
先
年
、
久
米
邦
武
の
研
究
を
す
す
め
る
な
か
で
、
あ
わ
や
す
つ
ぐ
せ
て
重
野
安
繹
（
成
齋
、
一
八
二
七
〜
一
九
一
〇
）
の
研
究
を
お
こ
な
う
た
め
、
重
野
が
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
あ
た
る
「
丙
子
歳
十
一
月
」
に
序
文
を
執
筆
し
た
『
明
治
詩
文
』
の
写
本
を
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
文
集
は
、
佐
田
白
茅
が
「
今
人
詩
文
」
を
募
集
し
、「
名
曰
二
明
治
詩
文
一
。
将
陸
続
梓
行
。
以
公
レ
諸
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
手
に
入
れ
た
『
明
治
詩
文
』
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
あ
た
る
「
己
巳
歳
十
二
月
」
に
、
野
村
治
太
郎
が
書
写
し
た
完
本
で
あ
っ
て
、
重
野
安
繹
の
明
治
九
年
十
一
月
の
序
文
が
あ
る
も
の
の
、
巻
尾
の
方
に
載
せ
る
聴
雨
杉
華
の
「
丁
丑
三
月
京
城
客
中
作
」
は
、
丁
丑
の
歳
、
す
な
わ
ち
明
治
十
年
三
月
、
な
お
西
南
戦
争
で
の
田
原
坂
の
激
戦
が
つ
づ
い
て
い
る
最
中
の
こ
と
を
「
烽
火
猶
連
両
月
間
。
愧
二
我
京
城
消
一レ
曰
」
と
詠
み
こ
ん
で
い
る
か
ら
、
翌
年
の
詩
文
ま
で
、
そ
の
書
は
及
ん
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
近
時
、
そ
の
詩
文
集
を
繙
い
て
驚
い
た
の
は
横
井
忠
直
が
執
筆
し
た
「
佐
藤
元
狩
墓
碑
」
が
収
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
そ
の
墓
碑
の
全
文
を
掲
げ
、
つ
い
で
に
書
き
下
し
文
を
掲
載
し
、
佐
藤
元
狩
の
経
歴
や
人
と
為
り
を
、
あ
ら
か
じ
め
把
握
8
し
て
お
き
た
い
。
〔
墓
碑
原
文
〕
佐
藤
元
狩
墓
碑
横
井
忠
直
大
日
本
明
治
九
年
。
即
西
暦
千
八
百
七
十
六
年
。
米
利
堅
合
衆
国
。
設
二
博
覧
会
於
費
拉
特
費
府
一
。
遍
告
二
之
宇
内
一
。
我
政
府
乃
為
下
送
二
方
物
一
派
中
遣
審
査
官
三
名
上
。
京
都
府
大
属
佐
藤
元
狩
。
実
為
二
其
選
首
一
。
元
狩
受
レ
命
。
感
喜
曰
。
斯
行
可
三
以
酬
二
平
生
之
志
一
矣
。
既
而
航
レ
海
。
舟
中
羅
レ
疾
至
二
桑
港
一
而
没
。
時
四
月
三
十
日
也
。
享
年
三
十
八
。
葬
二
于
港
内
麦
束
克
一
。
同
行
事
務
官
田
中
芳
男
。
塩
田
真
。
二
君
相
謀
。
将
三
建
レ
石
表
二
其
墓
一
。
事
務
総
裁
大
久
保
利
通
君
。
副
総
裁
西
郷
従
道
君
以
下
至
二
属
僚
一
。
及
日
耳
曼
人
華
那
氏
。
英
倫
人
窩
文
氏
等
。
賻
レ
金
助
レ
費
。
二
君
又
報
二
京
都
府
権
知
事
植
村
正
直
君
一
曰
。
元
狩
為
レ
国
尽
レ
力
。
不
幸
二
身
殊
域
一
。
聞
者
莫
レ
不
二
哀
傷
一
焉
。
顧
君
之
於
二
元
狩
一
。
信
任
有
レ
年
。
斯
行
所
レ
期
。
蓋
非
二
近
小
一
矣
。
而
今
若
レ
此
。
君
之

惜
。
可
レ
知
也
。
今
胥
議
建
レ
石
。
欲
レ
伝
二
元
狩
之
名
於
久
遠
一
。
一
篇
主
意
其
則
所
謂
記
念
塔
者
也
歟
。
請
為
題
二
其
額
一
。
且
令
三
僚
友
叙
二
事
一
。
植
村
君
善
レ
之
。
乃
与
二
府
員
某
一
。
々
亦
賻
以
二
若
干
『明治詩文』（写本）に収められている横井忠直「佐藤元狩墓碑」（第１・２面）
〈佐伯有清所蔵〉
9
金
一
。
而
命
二
文
於
横
井
忠
直
一
。
忠
直
按
元
狩
幼
字
麟
太
郎
。
佐
藤
其
姓
。
長
崎
県
士
族
也
。
博
聞
強
記
。
尤
善
二
英
語
一
。
慶
応
中
入
二
京
都
一
。
教
二
授
生
徒
一
。
明
治
元
年
。
徴
充
二
外
国
事
務
局
員
一
。
二
年
転
二
大
阪
府
員
一
。
六
年
遷
二
京
都
府
一
。
掌
二
勧
業
学
務
二
課
一
。
遂
任
二
大
属
一
。
元
狩
為
レ
人
温
厚
詳
雅
。
喜
怒
不
レ
形
二
於
色
一
。
其
在
レ
官
刻
苦
励
レ
精
。
日
夜
不
レ
懈
。
特
用
二
意
勧
業
一
。
府
下
工
芸
物
産
之
日
趨
二
殷
盛
一
。
元
狩
与
有
レ
力
云
。
鳴
呼
。
元
狩
平
生
以
二
利
用
厚
生
一
為
二
己
任
一
。
及
三
其
奉
二
命
海
外
一
。
欲
下
考
二
覈
万
国
之
工
芸
物
産
一
。
以
大
資
中
我
開
明
上
。
而
一
旦
溘
逝
。
不
レ
獲
レ
酬
二
其
志
一
。
悲
夫
。
我
邦
人
之
航
二
桑
港
一
者
。
過
二
其
墓
一
。
思
二
其
人
一
。
慨
然
為
レ
国
尽
レ
力
。
以
二
元
狩
之
所
一レ
任
而
自
任
。
則
元
狩
之
志
業
於
レ
是
乎
レ
遂
矣
。
〔
書
き
下
し
文
〕
も
と
も
り
佐
藤
元
狩
の
墓
碑
横
井
忠
直
大
日
本
の
明
治
九
年
、
即
ち
西
暦
千
八
百
七
十
六
年
、
米
利
堅
合
衆
国①
は
、
博
覧
会
を
費
拉
特
費
府②
に
設
く
。
遍
く
之
を
宇
内
に
告
ぐ③
。
我
が
政
府
、
乃
ち
方
物
を
送
り
、
審
査
官
三
名④
を
派
遣
せ
ん
と
す
。
京
都
府
大
属
の
佐
藤
元
狩
、
実
に
其
の
選
首⑤
と
同右書、横井忠直「佐藤元狩墓碑」（第３・４面）。
10
為
る
。
元
狩
、
命
を
受
け
、
歓
喜
し
て
曰
く
、
斯
の
行
、
以
て
わ
た
平
生
の
志
に
酬
す
る
可
し
と
。
既
に
し
て
海
を
航
る
。
舟
中
、
疾
に
罹
り
、
桑
港⑥
に
至
り
て
没
す
。
時
に
四
月
三
十
日
な
り
。
享
年
三
十
八
。
港
内
の
麦
束
克⑦
に
葬
る
。
同
行
の
事
務
官
田
中
芳
男⑧
、
塩
田
真⑨
の
二
君
、
相
謀
り
、
将
に
石
を
建
て
其
の
墓
を
表
わ
さ
ん
と
す
。
事
務
総
裁
大
久
保
利
通⑩
君
、
副
総
裁
西
郷
従
道⑪
君
以
下
、
属
僚
に
至
る
。
及
び
日
耳
曼
の
人
華
那
氏⑫
、
英
倫
の
人
窩
文
氏⑬
等
、
金
を
賻
り
て
費
を
助
く
。
二
君⑭
、
又
、
京
都
府
権
知
事
植
村
正
直⑮
君
に
報
じ
て
曰
く
、
元
狩
、
国
の
為
め
し
に
力
を
尽
く
す
。
不
幸
に
も
身
を
殊
域
に
殞
す
。
聞
く
者
、
哀
な
傷
せ
ざ
る
は
莫
し
。
顧
み
る
に
、
君
の
元
狩
を
信
任
す
る
こ
と
年
有
り
、
斯
の
行
、
期
す
る
所
、
蓋
し
近
小
に
非
ず
。
而
る
に
ご
と
今
、
此
の
若
し
。
君
の

惜⑯
、
知
る
可
べ
き
也
。
今
、
胥
議⑰
し
て
石
を
建
て
、
元
狩
の
名
を
久
遠
に
伝
え
ん
と
欲
す
。
則
ち
所
も
っ
ぱ
謂
ゆ
る
一
ら
主
意
を
篇
す
る⑱
記
念
塔
と
い
う
者
也
歟
。
請
ら
く
は
為
に
其
の
額
に
題
し
、
且
つ
僚
友
を
令
て
、
其
の
事
を
叙
せ
そ
れ
が
し
と
も
し
む
。
植
村
君
、
之
を
善
し
と
し
、
乃
ち
府
員
某
と⑲
与
に
せ
そ
れ
が
し
お
く
し
こ
う
ん
と
。
々
、
亦
賻
る
に
若
干
金
を
以
て
す
。
而
し
て
文
を
横
井
忠
直⑳
に
命
ず
。
忠
直
按
ず
る
に
、
元
狩
、
幼
の
字
は
麟
太
郎
、
佐
藤
は
其
の
姓
、
長
崎
県
の
士
族
な
り
。
博
聞
強
記
に
し
て
、
も
っ
と
尤
も
英
語
を
善
く
す
。
慶
応
中
、
京
都
に
入
り
、
生
徒
を
教
授
め
さ
す
。
明
治
元
年
、
徴
れ
て
外
国
事
務
局
員
に
充
て
ら
る
。
二
年
、
う
つ
大
坂
府
員
に
転
ず
。
六
年
、
京
都
府
に
遷
り
、
勧
業
、
学
務
二
課
を
掌
る
。
遂
に
大
属
に
任
ぜ
り
。
元
狩
の
人
と
為
り
、
温
厚
あ
ら
詳
雅
、
喜
怒
を
色
に
形
わ
さ
ず
。
其
の
官
に
在
っ
て
は
、
刻
苦
い
つ
し
ん
お
こ
た
し
、
精
に
励
み
、
日
夜
、
懈
ら
ず
。
特
に
意
を
勧
業
に
用
い
、
ひ
ゞ
お
も
む
た
め
つ
と
府
下
の
工
芸
、
物
産
、
日
に
殷
盛
に
趨
け
り
。
元
狩
、
与
に
力
も
あ
あ
め
て
有
つ
て
云
わ
く
、
嗚
呼
、
元
狩
、
平
生
、
利
用
、
厚
生
を
ひ
と
え
以
て
、
己
の
任
と
為
す
。
其
の
命
を
海
外
に
奉
じ
、
偏
に
万
こ
う
か
く
国
の
工
芸
、
物
産
を
考
覈
し
、
以
て
大
い
に
我
が
開
明
に
資
せ
あ
る
あ
さ
こ
う
せ
い
ん
と
欲
せ
り
。
而
る
に
一
旦
溘
逝
	し
、
其
の
志
に
酬
い
る
を
獲
か
な
し
い
わ
た
と
お
ず
。
悲
夫
か
な
、
我
が
邦
人
の
桑
港
に
航
る
者
、
其
の
墓
を
過
が
い
ぜ
ん
れ
ば
、
其
の
人
を
思
い
、
慨
然

と
し
て
国
の
為
に
力
を
尽
さ
ん
と
す
と
。
元
狩
の
任
ず
る
所
を
以
て
、
自
ら
の
任
と
な
さ
ん
と
す
な
わ
か
す
。
則
ち
元
狩
の
志
業
、
是
に
遂
げ
ん
乎
。
こ
の
「
佐
藤
元
狩
墓
碑
」
を
一
覧
し
て
、
横
井
忠
直
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
の
関
係
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
こ
と
が
察
し
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
我
政
府
乃
為
下
送
二
方
物
一
派
中
遣
審
査
官
三
名
上
」
と
あ
る
の
も
正
確
な
記
述
で
あ
る
。
そ
れ
は
横
井
に
と
11
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
横
井
が
京
都
府
員
と
し
て
博
物
館
掛
を
兼
務
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
「
葬
二
于
港
内
麦
束
克
一
」
と
あ
る
「
麦
束
克
」
は
、
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
ら
よ
い
の
か
。
さ
ら
に
「
日
耳
曼
人
華
那
氏
。
英
倫
人
窩
文
氏
」
と
あ
る
外
国
人
は
誰
で
あ
る
の
か
、
こ
う
し
た
問
題
は
、
続
編
の
章
の
「
注
解
」
の
①
か
ら

ま
で
の
該
当
箇
所
で
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
続
編
で
は
、
さ
ら
に
「
京
都
博
覧
会
と
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会
」
に
つ
い
て
、
両
博
覧
会
の
関
係
と
、
そ
の
意
義
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
注
（
１
）
佐
伯
有
清
『
研
究
史
広
開
土
王
碑
』、
一
八
〜
三
八
頁
参
照
。
（
２
）
笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
、
一
七
八
六
頁
参
照
。
な
お
横
井
忠
直
の
京
都
府
庁
仕
官
の
年
を
、
笠
井
氏
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
と
す
る
が
、
横
井
の
「
履
歴
書
」
に
は
、
「
明
治
三
年
七
月
三
日
、
京
都
府
出
任
、
十
三
等
官
録
、
聴
訟
掛
」
「
〃
（
同
年
）
十
月
十
五
日
、
任
権
大
属
」
と
あ
る
の
で
、
京
都
府
出
仕
の
記
述
を
「
同
年
（
明
治
三
年
）
七
月
」
に
改
め
た
。
（
３
）
佐
伯
有
清
「
横
井
忠
直
の
明
治
十
二
年
―
―
『
同
志
社
視
察
之
記
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」、（
田
中
彰
編
『
近
代
日
本
の
内
と
外
』、
八
七
頁
以
下
参
照
。
こ
の
論
文
は
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
十
一
月
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
十
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
住
谷
悦
治
著
『
ラ
ー
ネ
ッ
ド
博
士
伝
人
と
思
想
』
第
六
章
「
キ
リ
ス
ト
主
義
教
育
へ
の
警
戒
京
都
府
の
「
同
志
社
視
察
之
記
」
―
―
官
庁
ス
パ
イ
の
実
況
―
―
」
に
お
い
て
、
横
井
忠
直
の
行
動
に
関
し
て
拙
文
の
記
述
と
同
様
の
問
題
の
論
述
が
あ
る
こ
と
を
後
年
知
り
え
た
。
住
谷
氏
の
高
論
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
た
め
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
亡
き
住
谷
悦
治
氏
（
一
八
九
五
〜
一
九
八
七
）
に
深
く
お
詫
び
し
た
い
。
（
４
）
佐
伯
有
清
『
広
開
土
王
碑
と
参
謀
本
部
』、
五
〇
〜
五
一
頁
参
照
。
（
５
）
小
林
丈
広
『
明
治
維
新
と
京
都
公
家
社
会
の
解
体
』
所
載
の
「
京
都
博
覧
会
一
覧
」、
一
〇
五
頁
参
照
。
（
６
）
丸
山
宏
「
明
治
初
期
の
京
都
博
覧
会
」、
吉
田
光
邦
編
『
万
国
博
覧
会
の
研
究
』、
二
二
九
〜
二
三
〇
頁
参
照
。
（
７
）
文
倉
平
次
郎
『
幕
末
軍
艦
咸
臨
丸
』、
一
四
三
頁
参
照
。
（
８
）
文
倉
平
次
郎
、
前
掲
注
（
７
）
書
、
二
二
八
頁
。
（
９
）
文
倉
平
次
郎
、
前
掲
注
（
７
）
書
、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
。
（
１０
）
文
倉
平
次
郎
、
前
掲
注
（
７
）
書
、
二
四
一
頁
。
（
１１
）
小
越
保
太
郎
ら
が
咸
臨
丸
の
水
夫
富
蔵
、
蒸
気
方
峯
吉
の
墓
を
ロ
ー
レ
ル
・
ヒ
ル
の
墓
地
で
発
見
し
た
記
述
の
多
く
は
、
宮
永
孝
『
万
延
元
年
の
遣
米
使
節
団
』（
講
談
社
学
術
文
庫
）、
三
一
一
〜
三
一
四
頁
の
叙
述
に
も
と
づ
い
た
。
（
１２
）
文
倉
平
次
郎
、
前
掲
注
（
７
）
書
、
四
二
九
頁
参
照
。
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（
１３
）
文
倉
平
次
郎
、
前
掲
注
（
７
）
書
、
四
三
三
〜
四
三
四
頁
。
（
１４
）
宮
永
孝
、
前
掲
注
（
１１
）
書
、
三
一
四
〜
三
一
五
頁
参
照
。
（
１５
）
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
文
倉
平
次
郎
、
前
掲
注
（
７
）
書
、
四
三
五
頁
掲
載
の
も
の
に
よ
る
。
（
１６
）
文
倉
平
次
郎
、
前
掲
注
（
７
）
書
、
四
三
二
〜
四
三
三
頁
参
照
。
（
編
集
付
記
本
稿
の
執
筆
者
佐
伯
有
清
氏
は
、
本
稿
の
印
刷
が
進
行
中
の
二
〇
〇
五
年
七
月
十
九
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
。）
13
